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１．2025年12月期第３四半期の連結業績（2025年１月１日～2025年９月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期第３四半期 89,879 1.5 4,470 82.0 4,953 71.1 3,539 81.2
2024年12月期第３四半期 88,526 ― 2,456 ― 2,895 △40.2 1,953 △38.3

(注) 包括利益 2025年12月期第３四半期 2,464百万円( △47.0％) 2024年12月期第３四半期 4,645百万円( △12.8％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年12月期第３四半期 110.08 ―
2024年12月期第３四半期 60.75 ―
(注) １．第１四半期連結会計期間より表示方法の変更を行ったため、2024年12月期第３四半期の売上高及び営業利益について

は当該表示方法の変更を反映した遡及適用後の数値を記載しており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

２．当社は、2025年１月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。

（２）連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年12月期第３四半期 163,076 100,524 59.5
2024年12月期 168,250 98,876 56.8

(参考) 自己資本 2025年12月期第３四半期 97,105百万円 2024年12月期 95,622百万円

２．配当の状況
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 ― 30.00 ― 35.00 65.00
2025年12月期 ― 13.00 ―
2025年12月期(予想) 13.00 26.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注)１．当社は、2025年１月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2024年12月期については、

当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。2025年12月期及び2025年12月期（予想）については、株式分

割後の内容を記載しております。

２．2025年12月期中間配当の内訳 普通配当11円 記念配当2円

2025年12月期期末配当の内訳 普通配当11円 記念配当2円

３．2025年12月期の連結業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 116,200 0.4 2,800 95.3 3,400 50.0 2,500 54.0 77.75

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

(注) １．当社は、2025年１月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2025年12月期の連結業績

予想における１株当たり当期純利益については、当該株式分割の影響を考慮しております。

２．第１四半期連結会計期間より表示方法の変更を行ったため、売上高及び営業利益の対前期増減率については、当該変

更を反映した組替え後の前期数値を用いて算出しております。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年12月期３Ｑ 32,805,000株 2024年12月期 32,805,000株

② 期末自己株式数 2025年12月期３Ｑ 650,781株 2024年12月期 650,763株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年12月期３Ｑ 32,154,232株 2024年12月期３Ｑ 32,154,490株

(注) 当社は、2025年１月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該

株式分割が行われたと仮定して、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上

記業績予想に関する事項は、添付資料２ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間(2025年１月１日～９月30日)のガス販売量は、家庭用につきましては、お客さま件数が

増加した影響などにより前年同期に比べ1.2％増加しました。業務用につきましては、お客さま設備の稼働が前年同期

と比べて増加したことなどにより0.7％増加しました。この結果、ガス販売量合計では、前年同期に比べ0.9％増加の

514百万㎥となりました。

売上高につきましては、電力小売販売量の増加などにより、前年同期に比べ1.5％増加の898 億円となりました。売

上原価につきましては、ガス事業における原料価格の下落や、電力調達コストの減少等による電力小売費用の減少な

どにより、前年同期に比べ1.3％減少の600 億円となりました。

この結果、営業利益は前年同期に比べ82.0％増加の44 億円、経常利益は71.1％増加の49 億円、親会社株主に帰属

する四半期純利益は81.2％増加の35 億円となりました。

なお、従来、一部の不動産賃貸収入及び不動産賃貸費用については、「営業外収益」及び「供給販売費及び一般管

理費」に含めて表示していましたが、第１四半期連結会計期間より「売上高」及び「売上原価」に表示することとい

たしました。この表示方法の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の不動産賃貸収入及び不動産賃貸費

用についても「売上高」及び「売上原価」に組替えを行っております。

当社グループの業績は、ガス事業のウェイトが高く、売上高が冬季(１～３月)に多く計上されるため、業績に季節

的変動があります。

〔ガス販売実績〕 (単位：千㎥)

項目
前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

増減 増減率(％)

ガ
ス
販
売
量

家庭用 227,835 230,595 2,760 1.2

業
務
用

商業用 91,463 90,678 △785 △0.9

工業用 149,603 150,529 925 0.6

その他用 40,954 42,752 1,797 4.4

計 282,022 283,959 1,937 0.7

合計 509,857 514,555 4,698 0.9

（注）ガス販売量は45MJ(メガジュール)/㎥で表記しております。

〔収支の状況〕 (単位：百万円)

項目
前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

増減 増減率(％)

売上高 88,526 89,879 1,352 1.5

売上原価 60,833 60,050 △782 △1.3

供給販売費及び
一般管理費

25,237 25,359 122 0.5

営業利益 2,456 4,470 2,013 82.0

経常利益 2,895 4,953 2,058 71.1

親会社株主に帰属する
四半期純利益

1,953 3,539 1,585 81.2

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金が減少したことなどにより、前連結会計年度末に比

べ51億円減少の1,630億円となりました。

純資産につきましては、利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末に比べ16億円増加の1,005億円となりまし

た。

なお、自己資本比率は59.5％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、2025年8月4日に公表した業績予想を変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

固定資産

有形固定資産

製造設備 1,680 1,474

供給設備 51,054 49,358

業務設備 14,292 13,751

その他の設備 14,313 19,133

建設仮勘定 4,209 2,127

有形固定資産合計 85,551 85,845

無形固定資産

その他無形固定資産 4,370 4,918

無形固定資産合計 4,370 4,918

投資その他の資産

投資有価証券 31,078 30,361

退職給付に係る資産 332 460

その他投資 11,151 10,366

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 42,561 41,187

固定資産合計 132,482 131,951

流動資産

現金及び預金 20,138 17,263

受取手形、売掛金及び契約資産 12,002 10,760

商品及び製品 54 62

仕掛品 1,126 1,099

原材料及び貯蔵品 701 755

その他流動資産 1,784 1,214

貸倒引当金 △38 △31

流動資産合計 35,768 31,124

資産合計 168,250 163,076
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

固定負債

社債 736 703

長期借入金 23,889 21,624

役員退職慰労引当金 68 66

ガスホルダー修繕引当金 387 447

器具保証引当金 523 428

退職給付に係る負債 368 357

その他固定負債 17,282 17,254

固定負債合計 43,256 40,881

流動負債

1年以内に期限到来の固定負債 3,887 3,539

支払手形及び買掛金 8,486 4,992

未払法人税等 323 954

ポイント引当金 19 18

その他流動負債 13,401 12,165

流動負債合計 26,118 21,670

負債合計 69,374 62,551

純資産の部

株主資本

資本金 2,754 2,754

資本剰余金 36 36

利益剰余金 79,659 82,393

自己株式 △272 △272

株主資本合計 82,178 84,911

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 11,640 10,928

退職給付に係る調整累計額 1,803 1,265

その他の包括利益累計額合計 13,444 12,193

非支配株主持分 3,253 3,418

純資産合計 98,876 100,524

負債純資産合計 168,250 163,076
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

売上高 88,526 89,879

売上原価 60,833 60,050

売上総利益 27,693 29,829

供給販売費及び一般管理費 25,237 25,359

営業利益 2,456 4,470

営業外収益

受取利息 185 225

受取配当金 277 329

持分法による投資利益 185 144

雑収入 167 202

営業外収益合計 817 901

営業外費用

支払利息 171 215

投資事業組合運用損 165 175

雑支出 41 27

営業外費用合計 378 418

経常利益 2,895 4,953

税金等調整前四半期純利益 2,895 4,953

法人税等 819 1,243

四半期純利益 2,076 3,709

非支配株主に帰属する四半期純利益 122 170

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,953 3,539
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

四半期純利益 2,076 3,709

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,120 △727

退職給付に係る調整額 △571 △538

持分法適用会社に対する持分相当額 20 20

その他の包括利益合計 2,569 △1,245

四半期包括利益 4,645 2,464

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,518 2,289

非支配株主に係る四半期包括利益 127 174
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(会計方針の変更)

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用

後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四

半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用)

（税金費用の計算）

税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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(セグメント情報等の注記)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2024年１月１日 至 2024年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２エネルギー

ライフ
サービス

リアル
エステート

売上高

外部顧客への売上高 81,946 5,455 1,124 88,526 ― 88,526

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 192 192 △192 ―

計 81,946 5,455 1,317 88,719 △192 88,526

セグメント利益 3,738 592 772 5,103 △2,646 2,456

(注) １ セグメント利益の調整額△2,646百万円には、セグメント間取引消去38百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△2,685百万円が含まれている。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理

費である。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年１月１日 至 2025年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２エネルギー

ライフ
サービス

リアル
エステート

売上高

外部顧客への売上高 83,722 4,784 1,373 89,879 ― 89,879

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 199 199 △199 ―

計 83,722 4,784 1,573 90,079 △199 89,879

セグメント利益 6,049 480 617 7,147 △2,677 4,470

(注) １ セグメント利益の調整額△2,677百万円には、セグメント間取引消去36百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△2,714百万円が含まれている。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理

費である。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

当社は、取り巻く環境変化に対応し、地域社会の持続的な発展とお客さまの豊かな暮らしの実現に貢献するた

め、2024年11月に「中期経営計画2025-2027」を策定し、「エネルギー」、「ライフサービス」、「リアルエステ

ート」の３つの事業領域において新しい価値を提供し持続的な企業成長を実現することを目標としました。これに

伴い、従来「ガス」、「電力小売」、「不動産」を報告セグメントとしておりましたが、第１四半期連結会計期間

より「エネルギー」、「ライフサービス」、「リアルエステート」を報告セグメントとすることといたしました。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成したものを記載してお

ります。
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(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(キャッシュ・フロー計算書に関する注記)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

減価償却費 7,878百万円 7,757百万円

(表示方法の変更)

（四半期連結損益計算書）

従来、一部の不動産賃貸収入及び不動産賃貸費用については「営業外収益」及び「供給販売費及び一般管理

費」に含めて表示していましたが、第１四半期連結会計期間より、「売上高」及び「売上原価」に表示する方

法に変更いたしました。

これは、当社が2024年11月に策定した「中期経営計画2025-2027」において、主要な事業領域の一つとして

「リアルエステート」領域を定め、不動産事業の拡大を重点課題に掲げたことに伴い、当社グループの営業活

動の成果をより適切に表示するために行ったものであります。

この表示方法の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行って

おります。この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において「営業外収益」の「受取賃

貸料」に表示していた72百万円は「売上高」に、「供給販売費及び一般管理費」に表示していた22百万円は

「売上原価」に組替えております。これにより、前第３四半期連結累計期間の「売上高」、「営業利益」が72

百万円増加しております。

また、前第３四半期連結累計期間において独立掲記していた「営業外収益」の「受取賃貸料」のうち17百万

円は重要性が乏しくなったため、当第３四半期連結累計期間は「雑収入」に含めて表示しております。


